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《食欲の秋》 
ベストウェイケアアカデミーがある大阪、豊中市庄

内にも食欲をそそる“美味しいもん”のお店が沢

山あります。今日はその中の一つ、ベストウェイの

スタッフがお昼ご飯に必ず行きたくなるお店！！ 

 

中華そばしゅんのすけ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のご紹介です。 

こちらはお店の名前にもなっている『中華そば』 

トッピングは黄身がトロ～リ絶品『煮卵』 

ラーメン激戦区の庄内に６年前にオープン。 

スタッフおすすめは、『鶏骨ラーメン』 

濃厚で深い味わい。なのにあっさり飲

み干せるスープ。またすぐに食べたく

なる味です。 

 

 

 

 

ラーメンは６００円～と、この味でこの価格。 

一度食べたら忘れられない『しゅんのすけ』のラー

メンを、食欲の秋にぜひいかがでしょうか。 

深まり行く秋に、心も体もあったまること間違いな

しです。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

一途な店長さんの、まじめな味が伝わります。 

 

中華そば しゅんのすけ 

豊中市庄内東町 4-2-23 庄内駅東出口 1分 

営業時間：11:30～14:30 18:00～1:00 

定 休 日：水曜日 

 

ベストウェイ秋のおすすめ講座 
 

“介護福祉士実務者研修” 

初任者研修(ヘルパー2 級)のスキル 

アップ講座になります。 

無資格の方(これからヘル 

パーの資格を取りたい方) 

も受講可能な研修です。 

 そしてこの秋、無資格 

の方に、 

大きな割引企画！ 

是非、お申込み・お問い合 

わせ・ご友人にお勧めくだ 

さい！！ 

ヘルパー2 級､初任

者研修修了の方へ

の割引キャンペー

ンも引き続き継続

しております。 

“教養の秋”  

新しく取る資格！ 

スキルアップの資

格!！に是非チャレ

ンジ下さい！！ 

阪急 庄内駅 

R176号線 

ココ 
 



１階に 

＜ケアプランセンター＞ 

が オープン しました！ 

 

 １０月１日より、庄内ドイビル１階に、＜ベス

トウェイケアプランセンター＞がオープンしま

した。今まで４階で行っていた、障がい者対象の

「ベストウェイ相談支援センター」も移転をし、

１階部分で相談事業を一本化することとなりま

した。 

 １階で管理者兼ケアマネジャーとして相談事

業を仕切って頂くのは、中野佳代ケアマネジャー

です。「ベストウェイケアアカデミー」でも、講

師として関わって頂いています。 

 

 実際何をしているのか？です

が、高齢者・障がい者またはその

支援者（家族さんなど）に対して、

どのようにすればよりよい生活

を送ることができるのか、活き活

きと生活するために、どのようなサービスがある

のか、などを一緒に考えていくものになります。

一人ではなかなか思いつかないことなどを、専門

的なアドバイスを受けることにより、「はっ!」

とすることもありますので、是非活用してみてく

ださいね。 

 相談料などは一切

不要です。ご高齢の

方でこれから介護保

険サービスを利用し

たいという方のお手

伝いもしておりま

す。また、障がいを

お持ちの方もサービ

スを利用する際、計

画作成が必要となっ

ています。是非一度

お越しください！ 

ベストウェイケアプランセンター 

ベストウェイ相談支援センター 

☎０６－６３３５－３２８８ 

 

 

認知症サポーターがいます。 
 

 

 

 

◇ヘルパーの向き不向き◇ 

 

 私がはじめて介護の現場に立ったのが１９９５年なの

で、そこからもう２０年経過した。長いからいい、という

わけではないが、長いからこそ見えてくることもある。 

 私が障がい者ヘルパーをはじめた時は、まだまだ制度も

十分ではなく、障がいを持つ方が地域で生活をしていく、

ということも困難さを抱えていた。かといって入所施設や

グループホームも不足していたので、結局親御さんが抱え

込んでしまうというケースが多かったように思う。なの

で、ヘルパーと一緒に外出する、ヘルパーを利用して生活

する、なんてのが一般的ではなかった。 

 そのようなご時世の中でヘルパーをするわけであるが、

なかなか意思疎通がうまくいかない。ヘルパーは利用者の

指示に従い動くわけだが、利用者側は指示が出せないので

ある。今までは親御さんが何も言わずにやってくれていた

わけなので、そりゃ、指示なんて不要。うまくいくわけな

い。 じゃあ、そこでヘルパーがテキパキやったらいい

やん、と思われるが、それは利用者本位に反するわけであ

るから、動けない。お互い「んー」となるわけである。 

 ここで、一定の矛盾を感じる人がでる。「あれ？テキパ

キするヘルパーって、デキるヘルパーちゃうの？」と。一

般的にはそう思われているようだが、私個人的には「ちゃ

うなー」と思っている。 

・・・ひとりごとは次回号へ続きます・・・ 

ひ と り ご と 

 


